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令和７年第１０回鋸南町教育委員会定例会議事録 

 

1. 日  時 令和７年９月１８日（木）午後２時００分～午後２時５５分 

2. 場  所 鋸南町立中央公民館 ２階会議室 

３．出席委員   教育長 富永安男  教育長職務代理者 山野正人 

委 員 篠原恭惠  委 員 伊藤尚徳 

４．出席職員    教育課長 安田隆博  主任指導主事 助川孝浩 

教育総務室長 小川幸子   

 

５．開  会    富永教育長が開会を宣言 

 

６．議事録署名人の指名  富永教育長が伊藤委員を指名 

 

７．前回会議録の承認  令和７年８月２１日開催の第９回定例会議事録について承認 

 

８．会議の傍聴者 傍聴者なし 

 

９．教育長の報告 

 次に教育長の報告を１点致します。この4の資料を見て頂きたいと思います。 

義務教育についてご承知と思いますけども、現在40人学級の形態です。 

全国の小・中学校は、最初は50人だったそうです。 

義務教育標準法により、50人でスタートしたのが昭和33年だそうです。 

それから5年後、38年に45人になりました。そして1980年、昭和55年40人学校になりま

した。私が教員になったのが56年で、40人学級でした。 

そういう変遷がありまして、最近の動きでは、平成23年に小学校1年生のみ35人学級に

なり、それから10年ぐらい右往左往しまして、令和3年に義務教育標準法が一部改正され

まして、小学校2年生から順次引き下げられ、3月で小学校全部に行き渡り35人学級になっ

たということですね。 

これは教育委員会の長年の提案事項というか夢であったわけです。ただ、考えてみます

と、例えば鋸南小学校ですと、157人ですが、7クラスで割っても22.5人ですね。 

それから鋸南中にいたっても残念ながら3学年3学級単学級になってしまいましたけど、

それだって104人ですから、3で割りますと、34.6人、35人に届かない。今そんなような状
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況なので、安房の全ての24の小学校3296人だけど、これが171クラスあるね。 

それを割りますと、なんと19人ですね。安房の小学校の平均が19人です。35人どころじ

ゃないですね。ちなみに中学校は2055人で安房の全クラス69クラス。これを割るとやっぱ

り29.8で、30人に届かない。 

それが安房の実態ですから、35人学級にしていただいて大変ありがたいのですけど、恩

恵を受けるのは、中学校で言えば館山中学校と鴨川中学校ぐらいです。小学校においても、

北条小、館山小、東条小あたりを除けば、だんだん1学級になってきます。 

学級編制ですが、学級定員の編成を見ますと、こういうものはなかなか変わらない。言

ったからといってそう簡単に変わるものではないんだけど、色々な声が力となることもあ

りますので、今後もやっていきたいなと思っている次第です。 

今の義務教育は教職員定数というのがありまして、生徒数に対して教員数が決まってい

るわけですね。それで、それからはみ出たものについては、加配をやっていますが、この

加配制度は条件がありまして、きめ細かな指導をするためにとか、生徒指導の運用である

とかになります。 

私も今、教育長会で、予算とか計画の役員をやっており、加配よりも、おおもとの教職

員定数の法律を改善してもらいたいと、盛んに言っているところです。 

それが変われば、全国どの学校でも、均等に教員が行きわたるわけです。ところが、財

務省は、できれば教員を減らしたいという考えですから、そのせめぎあいがうまくいかな

い。 

いずれにしても何十年ぶりに小学校全体が35人学級になった。 

このあと中学校も、ぜひ35人学級をやっていただいて、30人学級25人学級にしてくれる

といいですね。どんどんやっていただきたいというふうに思っている次第です。  

資料は、参考にしていただければと思います。 

以上で報告に代えさせていただきます。 

 

 10.報告事項 

(1)行事の後援の承認について 

  ・小川教育総務室長から、行事の後援承認は、前回の定例会以降３件だった旨、報

告がなされた。 
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 (2)各担当からの報告について 

    ①助川主任指導主事から、各学校の様子、町教育研究会の全体会について報告・説明

がなされた。 

     ・篠原委員から、「ＡＬＴのジョイ先生は、どんな授業をしているか。」との質問に

対し、 

     助川主任指導主事から、「色付きのパネルを見せ、レッド、ブルー、好きな色

はどっち？」など、形から入る授業だと思います。前任のエリック先生から、

かなり念入りに引き継ぎを受けていると思います。」との答弁がなされた。 

    ②安田教育課長から、前回定例会で篠原委員からの質疑「ＢＧ塾の内容について、多

くの参加が可能になる方法は？」に対して、 

「本事業はＢＧ財団の支援を頂き実施している事業で、対象が小学生で５日間、

１５人以上で、子どもの入れ替えなし、１日６時間以上のプログラム、という事

業ルールがきまっています。講師やマンパワー等の制約もあり、現在のような開

催基準となっています。」との答弁がなされた。 

併せて、町民運動まつり、文化祭、菱川師宣記念館特別展について、報告・説明

がなされた。 

    ③小川教育総務室長から、教育委員会の点検評価の内部での検証及び外部評価がま

とまりましたので、確認をお願いしたい旨、報告がなされた。 

    ④安田教育課長から、９月議会定例会の教育関係の一般質問で、１名の議員から質

問があった件について、報告・説明がなされた。 

     ・山野委員から、「スポットクーラーの用途は？」との質疑に対して、 

     安田教育課長から、「施設全体を冷やすものではなく、周辺にいる人たちが快

適に過ごせるぐらいのレベルです。」との答弁がなされた。 

11.そ の 他 

 ①小川教育総務室長から、今後の行事日程について、別紙説明資料により報告・説明が

なされた。 

 ②富永教育長から、12 月定例会日程について協議があり、18 日木曜日中央公民館で開

催することに決定した。 

 

12．閉  会  富永教育長が閉会を宣言 



- 4 - 

 

 以上、会議の顛末を記載し、相違ないことを証する。 

 

                        令和７年１０月１６日 

 

            鋸南町教育委員会  教 育 長  富 永 安 男 

                      教育委員  伊 藤 尚 徳 

                      事 務 局  小 川 幸 子 

         

 


